
小春日和の１月１７日、年初めということもあり、「ぜんざい」を出そう！とボランティアさん

で計画、前日からはりきって準備し、アツアツを参加者に食べていただきました。「程よい甘さで

おいしい」「身体も心もあったまる」とみなさん笑顔で喜ばれていたのが印象的でした。 

当日の相談は２軒。うち１名は乳飲み子を背中に乳母車と２人の子どもを連れた若いお母さん。

「粉ミルクとおむつが入用なんです」と要望あり、対応しました。今回は福祉室から紹介のあった

ボランティアさん、総務部の新入職員・石見さんなどが初参加し大活躍でした。下関支部の組合員

さんより新鮮な大根をたくさんいただき、おかげさまで今回もいろんな方のご協力で７０食分用意

できました。冬物衣類の提供もあって重宝されました。ご協力、いつもありがとうございます。 

  

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

   

  

              

 

 

 

 

2024年 1月２７日 発行 

組合員活動 NEWS 
Ｎｏ．８ 集まろう！ 話そう！ つながろう！ 

大寒を過ぎ、１月も残すところわずか･･･、そして、年度末まで約２カ月となりました。 

現在、１～２月「サポーター増資」（口座からの自動積立）推進キャンペーンは５０名の拡大 

目標でとりくみ中です。みなさんの支部では声掛け、いかがですか？ 

１／１９から病院玄関で「組合員コーナー」を再開しました。最寄りの岬支部がトップバッ

ターで担当、早速、サポーター増資新規申し込み１件（＋予約１件）のうれしいニュースがあ

りました。支援部員も交代で出ています。他支部、事業所のみなさんもぜひ、参加してみませ

んか？短時間で構いません。 

引き続き、支部・事業所で目標達成に向けた作戦計画を立てましょう。そして、早い段階で

動きましょう。組織を強く大きくするために、みんなで最後まで力をあわせ各地でつながりを

拡げましょう。 

 

ぜんざいを用意する福田理事さん 



１月１９日（金）宇部協立病院内受付前にて

組合員コーナーを再開しました。 

初日は岬支部の組合員２名が参加、来院され

た患者様へ「サポーター増資」や班会へのご案

内をしました。 
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小羽山支部は、毎月 1回（生協強化月間中は 

月２回）の訪問行動を計画し、実行しています。 

１月２２日（月）は参加者４名、２組に分かれ 

訪問行動。この日は計９件訪問し、対話できた 

のは７件。うち２名に新規手配りを引き受けて 

下さいました。そのほか、増資１件や既存の手 

配りさん２名が配布部数のアップをＯＫ。 

 支部は年間目標達成を意識しながら働きかけを

すすめ、着々と成果につなげています。 

  


